
住まいと環境

学習のねらい

学習活動

準備品

実施場所
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： 5 年　　　　
： 104 人 （3 学級）

： 家庭科
： 6 時間

寒い季節を快適に

家庭科室 ・ 学校内

東京学芸大学附属小金井小学校

実 施 学 年
生 徒 数

実 施 教 科
実施時間数

○あたたかく明るい住まい方について理解している。

○学習したことを自分の生活や今後の活動に関連づけて考えることができる。

○季節の変化に合わせた生活の仕方に関心をもち、 快適な住まい方について考えようとしている。

①寒い季節の住まい方を見直そう

②あたたかい衣服の着方を考えよう

③学校の中を調べてみよう

④暖房器具の適切な使い方を考えよう

⑤身のまわりを快適にしよう

模造紙 ・ 付箋 ・ 衣服 ・ 軍手 ・ ビニール手袋 ・ サーキュレーター ・ 衣服 ・ 温度計 ・ 照度計 ・ 騒音計 ・

湿度計 ・ 住宅模型 ・ 灰皿 ・ お香 ・ タブレット PC ・ ホワイトボード ・ ビデオカメラ ・ 三脚

１. 寒い季節を住まうための工夫を考

える

⇒衣食住など様々な工夫があるこ

とに気付く

２. 前時にあつかった工夫の中から、

衣服について考える

⇒あたたかい着方がわかる

４. あたたかく住まうための、 暖房器具の使い方を考える

⇒健康で安全に使うためには、 換気が大切しかし、 暖

房器具を使うことはエコではない

５. 身のまわりを快適にする方法を考える

⇒日光を活用するなどエコの視点もとりいれながら、

自分達の生活を改選していく

３. 普段生活している学校内を調べる

⇒「快適」 とは、 気温 ・ 明るさ ・

音などの条件がある
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場所 ・授業数 概要 活動の様子 反応

学習の流れ

1時間

2時間

1時間

○「寒い季節を快適にすごすため

に、 どのような工夫をしているか」

をテーマに日々自分達がしている

工夫を見直していく。

○一人一人が行っている工夫を付箋

に書き込み、 班ごとにグループに

分ける。

○全体であがったものを発表し、 ど

のような工夫があるか、共有する。

・快適に住まうためには、

いろいろな工夫をすること

ができる。

・普段行っている工夫もグ

ループに分けてみると、

衣・食・住などに分類す

ることができる。

・ なんで重ね着をすると暖

かくなるかわかった。

・ 手袋にビニール手袋を重

ねると、 風を全然感じな

かった。

・ 素材や形だけでなく、 色

でも暖かさの感じ方がち

がうと思った

・校舎内でも寒いところと、

暖かいところがあり、 快

適さがちがう。

・方角によっても、 寒さや

日当たりがちがう。

・快適と感じるためには、

「あたたかさ」 や 「静けさ」

「明るさ」 など、 いろいろ

な条件が関連している。

○前時であがった工夫の中から、衣

服の着方について考える。

○衣服の形や素材によって、暖かさ

がどのように変わるか、実験をす

る。

○暖かい衣服の着方とはどのような

ものかを考えて、ワークシートに書

く。

○班で発表し、暖かい着方の工夫を

まとめる。

○温度計、照度計、湿度計、騒音計

の使い方を理解する。

○自分達が 「快適 ・快適ではない」

と思うところを調べる。

家庭科室

家庭科室
校舎内

家庭科室
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場所 ・授業数 概要 活動の様子 反応

学習の流れ

2時間

1時間

○あたたかさを保つための方法とし

て、 暖房器具の使い方を考える。

○快適を 「安全 ・健康」 ととらえ、

換気に注目する。

○住宅模型にお香の煙をためて、

効率的な換気の方法を実験する。

・窓を一つ開けただけだと、

あまり煙が外に出て行か

ない。

・煙は上の窓からでていく。

　窓を全部開けてしまうと、

部屋の温度が下がりすぎ

てしまう。

・ いろいろな条件が適度に

そろうと 「快適」 になる。

・ 寒さを防ぐ方法から、 す

べてのことがつながって

いる。

・ 一人一人が今どうすれば

快適にすごせるか考える

ことが大切。

○快適に住まうための条件を整理す

る。

○今までの学習をふまえて、身のま

わりを快適にする方法を条件ごと

に班で考える。

○まとめたことを発表する。

家庭科室

家庭科室
校舎内
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生徒の作品

先生の声

実施に当たり工夫した点

苦労した点

児童 ・生徒の反応

教師の変化

（担当、 担当外を含めて）

●体験から学ぶことに重点をおき、 日々の生活の場を意識させながら学習を行っていくよう
にした。

●子ども自身が日々の生活の中で課題として感じていることを解決していくことで、 子ども達
が実感をもって理解し、 思考を深めていけるようにした。

●身のまわりの住生活に関心をもつようになった。
●普段当たり前におこなっている生活の工夫を、 改めて意識することができた。
●家庭科の学習だけでなく、 理科や日々の生活と結びつけて住まい方を考えられるように
なった。 例えば、 理科の学習で暖かい空気は上に行くと学習しているが、 生活の中で実
感する機会は少なかった。 しかし、 換気の実験を通して、 空気が対流していることがわ
かり、 効果的な換気の仕方を考えることができた。

●子供たちが生活している中の課題として、 家庭科室の窓側と廊下側の明るさの違いがあ
がった。 窓側に座っている児童は明るすぎるのでカーテンを閉めたいが、 カーテンを閉め
ると廊下側が暗くなりすぎて学習しづらくなってしまう。 そこで、 照明器具を活用し、 廊下
側だけ消したり、 遮光カーテンではなく薄手のカーテンを閉めることで対処したりと両者が
快適にすごすための方法を探って解決することができた。

●計器を使って数値的に住環境を見ることで、 住環境を児童により分かりやすく教えること
ができた。

●児童だけでなく教師自身も学校の環境を意識し、 住教育の教材開発を意識するようになっ
た。
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